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平成19年度教育協力事業

て、38 か国から16 の言語で寄せられた

3,226 点の中から、最優秀賞 3 点、優秀

賞12点、入賞65点を選出した。これらの

入賞作品計 80 点を、オリジナルメッセー

ジと英語訳・日本語訳で収録して、「ESD 

Asia-Pacific Photo Message」として

発行した。　

人材養成・ネットワーク事業：
女性のための
識字教育センター（LRC）

　「青少年と女性のエンパワーメントの推

進：女性のための識字教育センター（LRC）

機能強化合同研修」を実施した（5月16日

～20日：パキスタン；ラホール）。この会議

ではイラン、タイ、ミャンマー、フィリピン

のLRCからのスタッフと、パキスタン全土

からの識字・ノンフォーマル教育関係者を

対象に、講義やグループワーク、コミュニ

ティレベルの識字・ノンフォーマル教育現

場の視察、教材制作実習などを通して、青

少年と女性のエンパワーメントのための

様々なアプローチ方法について理解を深

めた。

　各国の LRCが共通して取り組むモデル

プロジェクトとして、識字環境の向上と

あわせて母子保健状況の改善をめざす、

「SMILEアジア・プロジェクト」（母子保健

教育と識字環境推進）のパイロット事業

を新たに開始した。この事業は、アジア

地域で5億4000万人いるといわれている

成人非識字者の 6 割以上が女性である

こと、それらの女性たちは教育を受ける

機会をもてないだけでなく基礎的な保健

サービスを受けることもできない状況に

ある。そのような状況では、乳幼児死亡率

も高いことなどから、LRC のニーズに

基づいて開始されたものである。平成19年

度は、女性の識字率 34.9%のネパールと、

同 33.1% のバングラデシュで、それぞれ

CLC を拠点とした SMILE のパイロット

事業を開始した。また、バングラデシュ

LRCであるダッカ・アーサニア・ミッション

による SMILE パイロット事業実施予定

地域であるナルシンディ県とジェソール県

の DAM 地域事務所と 4 ユニオン（行政

村）のCLCなどを訪問・視察のため職員1

名を派遣した（12月3日～6日：バングラ

ディッシュ；ダッカ他3県）。

持続可能な開発のための教育：
PLANET（プラネット）事業

　2004 年 12 月 26 日のインド洋大津波

がきっかけとなって開発が開始された

PLANET第4作「防災」のアニメーション

の英語版「Mina’s Vil lage Weathers 

the Storm」と日本語版「ミナの防災村

づくり」VHSおよびDVDを制作した。この

アニメーションの製作過程で、アジア学院

との共催により「PLANET4『コミュニティ

レベルの防災』制作ワークショップ」を開催

した（9月26日～27日、栃木県；那須塩

原市）。このワークショップには、アジア

学院の12 か国 24 名の研修生、アニメー

ション監督の鈴木伸一氏の参加を得て、

PLANET4 を題材に、地域でできる防災

教育についてアジア・アフリカの農村リー

ダーと討議し、PLANET4 の完成にむけ

て、その利便性や効果などを検討した。

　各地に寺子屋・コミュニティ学習セン

ター（CLC）を運営している日本ユネスコ

協会連盟とカンボジア・ノンフォーマル

教育局との共催により、「教員とCLCファ

シリテーターのための環境教育人材養成

ワークショップ」を開催した（11月 13 日

～15 日：カンボジア；シェムリアップ）。

このワークショップには同州の CLCファ

シリテーター、教員など 40 名が参加し

PLANET第1作「水」とPLANET第3作

「ごみ管理」を用いた環境教育実践手法の

研修を行った。

　モンゴルでのプラネット第 3 作「ゴミ管

理」の活用現場に職員1名を派遣し、プロ

ジェクト調査を行った（9月14日～16日：

ウランバートル；トヴ州）。

持続可能な開発のための教育：
ESDフォトメッセージ事業

　「伝えたいもの─無形文化遺産」をテーマ

として「ACCUアジア太平洋 ESDフォト

メッセージ・コンテスト『明日への手紙

2007』」を実施した。このコンテストは多く

の人に ESD について考えてもらうことを

目的とし、非識字者、カメラを持たない人も

視野にいれ、母国語でのメッセージ作品

も受け付けた。平成20年2月26日に東

京で開催した国際審査会では、ユネスコ

代表を含む国内外の7名の審査員によっ
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